第３節　東郷荘下地中分絵図以降の変化

　絵図以降自然景観の改変が最も激しいものに、天神（旧長瀬）川の流路移動がある。さて、天神川の河川改修による流路の移動は、３３６年前明暦３年（１６５７）に始まり、寛文元年（１６６１）に至る。約３年半の歳月と多くの費用をかけて実施された。この大工事は池田藩の普請奉行那須忠左衛門によって改修工事の完成を見きわめている。当時の橋津川は現在の長瀬集落と水下集落の中間を流れ、橋津川と合流して日本海に注いでいた。

　天神川における納米の舟運については、橋津集落の存在が確認された寛永１２年（１６３５）以前の古い時代から行われていたものと思われる。


　天神川筋の羽合平野では、しばしば氾濫に悩まされるため、寛永元年（１６６１）現在の河口に流れるよう改修された。これにともなって旧川の流域を新田開発するとともに、舟運とかんがい用水のために、「舟川」として川跡の一部が残された。旧河道跡は農民が力を尽くし、約４０町歩干拓EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（12）),した)。これらは現在は新田、河原田、船津、浮橋、水下後などの字名として残っている。また、旧流路には新田集落として、久留集落が形成された。したがってここでは、条里地割とは異なった不規則な無計画な地割が旧流路を示している。現在の国道１７９号線沿いと羽合町役場裏を流れる川は、かつての河道の一部と推定することができる。このようにして羽合平野は、近世の川筋付替工事の完成によって、ようやく安定するに至った。

　　　参考文献

　（12）　鳥取県経済部農業改良課・「専門技術年次報告１４」１９５６
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